
第３期第２回鎌倉市農業振興協議会議事録
日　　時　平成２７年６月１５日　午後３時半から午後５時まで
場　　所　ＪＡさがみ玉縄支店　３階会議室

出席委員　１４名

　　　　　平井委員、金子委員、綱嶋委員、飯田委員、小泉委員、安齊清一委員、

清委員（代理）、高橋伸行委員、田本委員、安齊純子委員、高橋貞二委員、

船橋委員、瀧口委員、河野委員

欠席委員　６名

　　　　　石井委員、柿澤委員、中島委員、林委員、鍋田委員、杉原委員

事 務 局　５名

　　　　　茶木産業振興課長、近田産業振興課長補佐、上林産業振興課農水担当係長、

　　　　　藤田産業振興課農水担当係長、岸本産業振興課農水担当

　議事に先立ち、選出団体における人事異動により、新たに就任された委員の紹介を行いました。

議　題

　「鎌倉ブランド安全・安心」について

会　　長　　委員の皆様、本日はお忙しいところお集まりいただきありがとうございます。本日の議題は「鎌倉ブランド安全・安心」について、前回に引き続き協議していただきます。昨年の１１月の協議会で、「鎌倉ブランド安全・安心」を議題としまして、皆様から多くのご意見をいただきました。地元でとれた新鮮な野菜を安心して食べているということ、それから安全・安心をきちっと私達の目で見ることができる「見える化」が、今後重要になるという意見がございました。そこで、そのご意見を一度「鎌倉ブランド会議」へお伝えするということになっておりましたので、その結果を●●委員からお話しいただければと思います。
委　　員　　今年の１月３０日に鎌倉ブランド会議の農産物部会を開催しました。「鎌倉ブランドの今後のあり方について」というテーマで行いましたが、鎌倉野菜はテレビや雑誌で取り上げられ、全国的にも知名度が高くなりましたが、ブランドの軒先を借りて参入しようとする人が出てきているということで、以前もどうしたら会員なれるのかという問合せがあったということです。今まで会員というのは、ブランド登録の同意書の内容を守っていただくということだけでしたので、書面だけでは人物や農業の経験などは分かりませんでした。そこでブランド会議で検討し、会員の２名を保証人として推薦することを条件に付け加えることになりました。これまでの鎌倉ブランド登録者の方の知名度や信頼を損なうことにならないよう、登録の段階から守っていくという、まずは第一段階としてそのようにしています。また農薬に対して、新しい使用基準が導入されたため、農薬の研修会を開催し、農家の皆さんに周知したいと思っています。
会　　長　　鎌倉ブランド会議では、生産者の立場から色々と検討していただきました。安全の担保が優先課題であるということが、生産者の方でも十分議論されているということだと思います。
前回の協議会で、本日ご欠席ですが、●●委員がご意見を言っています。鎌倉野菜は全国的に有名なブランドになっています。そのため、偽造や偽装の対象になる。その対策としては認証や栽培履歴等の根拠を示して守っていくことが有効である。また、生産者の方は一生懸命やっていますが、それがなかなか見える化できない。では見える化するためにはどういうサポートが必要か考える必要があるのではないかというのが●●委員のご意見でした。
鎌倉野菜の場合は生産履歴が管理されているということですが、その生産履歴を見える化し、消費者も知ることができるというシステム化を作っていかなければならない。また、生産者へのサポートは何があるか、今後それも考えていくべきだと思いました。

そこで前回、生産履歴について色々と説明していただきましたが、本日、資料として、JAさがみ「食の安全のための生産履歴」というものを配布させていただきましたので、記載方法や管理方法を、●●委員にご説明願いたいと思います。
委　　員　　お手元の資料、JAさがみ「食の安全のための生産履歴」をご覧ください。まず作物名、部会に加入していれば部会名、そして生産者名を記入します。次に圃場の住所を記入します。次に1番2番3番と書いてあります。こちらは、例えばある畑にブロッコリーを1反作りました。他の畑、2番目のところにまた1反作付しました。その後3番目も更に1反作付しました。そういう解釈です。　　次に播種日。こちらは当然播いた日になります。1番目の畑のブロッコリーはいつ撒きました、2番目、3番目も同じです。そして、定植日も同じように1番から播いていけば、天候にもよりますが、順番からいけば当然、これが最初の定植日になってきます。その定植日を記入していただくようになっています。次に収穫開始日。こちらはあくまでもとれ始めたその日にちを記入していただきます。そして収穫終了日。当然1番が最初に採れだせば一番最初に終わってきます。それを記入していただくようになります。
次に二番目の枠の中の肥料でございます。施肥日。1番目には、Ｎｏ1と書いていただきまして、何を何キロ播いたか、窒素、リン、カリウムを記入していただき、それを2番3番目も同様に書いていただきます。
次に一番下の農薬散布でございます。1番の圃場でブロッコリーを作ればあぶらむしなどがでてきます。一番最初に使用薬剤名とでておりますが、何の農薬を使っているのか、対象の害虫は何だったのかを記入します。次に倍率です。当然これは希釈倍率がございます。何倍の倍率でかけたか、それに対し、何リッターかけたか、それを何回、これは当然一つのものに対して2回までしかかけちゃいけないものとかありますが、その使用回数を記入します。次に一番右の散布月日。こちらにおきましては何月の何日にかけたのかを記入していただきます。こちらを記入していただきまして、農協又は直売所、そういうところに提出していただき、最終的には農協に送るという様な形になります。以上です。
会　　長　　ありがとうございました。生産履歴の記載内容について説明していただきましたが、何かご質問等ありますでしょうか。
委　　員　　生産履歴は誰に対して提出するのですか。

委　　員　　誰に対してではなく、何かあったときのために、生産者が記入しています。生産履歴をつけることで、安全性を担保するために書いています。

委　　員　　生産履歴を提出するかどうかは、生産者のポリシーに任せるしかないような
　気がします。以前、鎌倉野菜の生産者は直売が７０％であり、農協が管理して出荷等している方は３０％だと聞きました。農協が管理している場合は、生産履歴も農協で管理しているのでしょうが、自分で売っている直売の場合、どこに提出すればいいのでしょうか。
委　　員　　農協に出向いてもらい、直売型の販売農家に対しても必要に応じて提出してもらっています。
委　　員　　私も含めて一般の方には生産履歴を見ても内容がわかりません。消費者の方

　は農薬について非常に敏感になっていますが、農薬イコール毒という認識はだいぶなくなってきたと思います。それでも、生産履歴の「見える化」は重要だと思います。
委　　員　　それは、トレーサビリティにも関連することです。

委　　員　　生産履歴ですが、実際に即売をしている農家からすると、農薬がこの野菜に
　あっているかどうか、希釈や回数も自分で確認して記載していくと思います。生産履歴の内容をチェックしてくれる人は即売所にはいないので、生産履歴を提出してきたときに、本来はこれを受け取るだけではなく、記載内容が合っているかどうかチェックしなくてはいけないと思います。預かりましたというだけではチェック機能にはならない。JAが経営している「わいわい市場」や直売所がありますが、そこに出荷する前に生産履歴を提出しますが、その生産履歴がどこにどのようにまわっていくかというと、私が市場に生産履歴を提出すると、鎌倉の営農センターにその写しがいきます。営農センターではこの生産履歴が出ているけど内容に間違いはありませんか、というチェックをすることになっている。実際にチェックしているかどうかはわかりませんが。もし記載内容が間違ってしまった場合は言っていただかなければならない。やはり何らかの形でチェックするというのは必要だと思います。生産者が自分で生産履歴を書くだけではなく、その内容をチェックする体制があってしかるべきなのだと思います。
会　　長　　ご意見はよくわかりました。ただ私は、自己点検評価というものがあるとおり、生産者が自ら生産履歴を書きますと、その内容の通りにやっていくものだと思います。生産履歴の中身のチェックを一枚ずつ丁寧にやっていくことはなかなか難しいかもしれませんが、時々生産者に会って、生産履歴のとおりにされていますか、ということをヒアリングすればいい。恐らくＪＡの方でもそのようにやっていると思います。この生産履歴のシートはなかなか良いものですから、これを有効活用すれば「見える化」になると思います。他の消費者の方はいかかですか。
委　　員　　私は、前回の会議に出席させていただいた時に、農薬は規定通りに使えば、安全なものだということを自分なりに理解しました。しかし、農薬に対して不安を持っている消費者の方は沢山いると思います。ですから可視化というのをしっかりとしていければと思います。私たちのサークルでは調理実習などを定期的には行っています。その時に、この野菜は安心ですよという話はしていますが、話だけで定義ができません。安全・安心を可視化することで、鎌倉ブランドの野菜をたくさん買っていただきたいという思いです。

会　　長　　農薬はなるべく使わないことが基本ですが、やはり使わなくてはならない場合もあります。そうなったときに、その量や回数をどうするか、それを生産履歴に自分で書き、その通りにやっていく。このあたりはモラルということになります。　

生産履歴をしっかり書いていただく。書いていなければ、その生産物については受け取れないというぐらいやれば、おかしなことにはならないと思います。生産者へのヒアリングでこの農薬はどういう使い方をするかご存知ですか、などと聞き、答えられれば大丈夫だろうと思います。
委　　員　　生産者の方が農協に来られた時に、農薬を何の野菜に使うのか、また濃度基準等はハンドブックを見ながら、その野菜であればこの農薬は登録されているから問題ないということを確認します。全部というわけにはいきませんが、最低限チェックした中で、登録されている農薬を最小限で購入してもらうようにしています。

会　　長　　消費者が生産履歴を閲覧できるようになっていれば良いと思いますが、なかなか難しいのでしょうか。

委　　員　　今までそのようなことがなかったので、単独で鎌倉の営農センターができるのか、ＪＡさがみの本部に確認しなければならないので、即答はできません。
会　　長　　生産者の皆さんは、もちろん今でも安全に作っていると思いますが、時期的に病害虫が急に多くなると、用法の範囲内でもう一度農薬を使おうかということもあると思います。難しい部分もあるかと思いますが、この生産履歴のまとめ方は良いと思います。
それでは次にいきたいと思います。ＧＡＰという言葉がありますが、これを採用していくかどうかという話を含めまして●●委員にＧＡＰの説明をお願いします。

委　　員　　これはなかなか難しい話です。去年、埼玉県の和光市というところに視察に行きましたが、生産者の全員がＧＡＰの資格を持っていました。そこまで生産者にさせるというのはちょっと難しいのではないかと思います。
会　　長　　県の●●委員から、ＧＡＰの詳しい説明をお願いします。
委　　員　　ＧＡＰについては色々な団体があります。ヨーロッパでやっているように非常に厳しいものもありますが、日本ではまずはとにかく取り組みましょう、というものも多いのが現状です。個人ではなく組織として取り組んで、どういったところのチェックが必要か、そこから更にステップアップして、より厳しいもの、精度の高いものを築いています。鎌倉に限らず、ＪＡさがみが組織として取り組まれていると思います。
会　　長　　ＪＡさがみの取り組みはいかがですか。
委　　員　　○×方式でやっています。あなたは栽培するにあたり土壌診断を行っていますか。農薬を保管する保管庫には鍵がついていますか。そういう○×方式のものを提出していただいております。

会　　長　　それはほとんどの農家の方からですか。
委　　員　　出していただいています。

会　　長　　内容的には何か問題はありますか。

委　　員　　難しくないと思います。農薬を保管するのに鍵をかけるのは当然です。ただ土壌診断を強制的にやってくださいとは言えませんから、自分の畑の状態を知るために土壌診断をしたいという方は出しています。だからそれをやらなかったからＧＡＰの云々というのは私は違うかなと思っています。それは自分の畑の状態を知るには自分で土壌診断を提出する、○か×か、そういう自己申告で提出してもらっています。
会　　長　　いかがでしょうか。先ほどの生産履歴の見える化等、他の委員の方も意見があればお願いします。

委　　員　　生産履歴は情報公開しても大丈夫なのでしょうか。
　　

委　　員　　先ほども申し上げたとおり、この場でのお答えは控えさせていただきます。
会　　長　　生産履歴が情報公開できて、それを守りながら作るという方向が大事なのかと思います。
委　　員　　放射能に関しては鎌倉市のホームページで見ることが出来るので、安心であ
　　　ると思います。

会　　長　　ただ農薬については、見える化が出来ればいいと思います。若い人たちの約70％がアトピーだとか体質がおかしくなっているというのは、農薬あるいはダイオキシンのせいであると言われています。石油化学から出来たものを使ってきたことが身体をおかしくしているのは確かと言われていますので、農薬の基準値の様なものを考えて、表に出して、農家の方にこの基準でやって欲しいということを申し上げながら生産履歴を作っていただく事をすべきだと思います。ですから、おそらく●●委員が言っていた様に関心が高いのは農薬肥料、特に肥料も実は農薬と同じ石油から出来ていまして、あまり窒素肥料をやりすぎると亜硝酸が食物体の野菜だとかの中に入ってしまい、その亜硝酸は胃の中で発がん物質になります。人によります。そんな多量にあるわけじゃないのですが、亜硝酸が発がん物質を作るということは証明されています。
委　　員　　これは生産者が一番よく知っています。

会　　長　　委員の皆さん、農薬の基準についてはいかがですか。

委　　員　　農薬の基準については農林水産省が決めているものなので、我々がこの場で決めることはできません。安全基準値を公表しています。

会　　長　　皆、安全基準値を守っているのですか。

委　　員　　保健所が抜き打ちで残留濃度検査を行っています。安全基準値を守っていなければ、出荷停止になります。

会　　長　　それは随時行っているのですか。

委　　員　　随時抜き打ちであります。 

会　　長　　それは必ず守るのですか。

委　　員　　守っていないと、もし市場に出てしまった場合、全て出荷停止で引き上げに
なってしまいます。1人の人の誤解で田んぼ全体の出荷が止められてしまうので、
そういうことがないように農家さん達は気をつけています。
会　　長　　売られている作物については大丈夫ですか。

委　　員　　大丈夫です。農薬を使って一番被ばくするのは農家さん達です。その農家さん達が自分たちにも害のないように安全な物を使っているので、農家さん達がちゃんとやっている分は大丈夫だと思います。

会　　長　　鎌倉野菜はその基準よりも厳しく上乗せしようという考え方がありますが、今はその基準で大丈夫ですか。

委　　員　　鎌倉で基準を設けると言われても農家さんの首をしめます。国の認められた基準でやっているので、それをオーバーしなければいいのです。鎌倉で基準を設ければ、生産者を苦しめると思います。農協、生産者の立場としても、そこまでやる必要があるのかどうかと思います。

会　　長　　わかりました。今のところ農家さんが作って売っているものは大丈夫だとい
うことですね。

委　　員　　●●委員が言われたとおり、生産者が国で決められた基準を守っていればまず大丈夫です。しかし、もしそれを厳しくしてしまうと農薬をかける回数が減り、手で虫を取ったりなどの作業は、家庭菜園ぐらいの狭い畑であればいくらでもできますが、一反とか大きい面積になると3日４日かかってしまいます。ですから、今までのとおり基準値内であとは生産者に任せる、という形の方がいいのではないかと思います。
委　　員　　生産者の立場からすると首をしめられれば厳しいです。農薬というのは生産者のモラルを信じてもらえるか、というものです。今はきつい薬がなくなってきているみたいですが、生産者側としてもできるだけ少ない回数で済ませたいです。農薬を使うと労力も時間も使うので、できれば農薬なしで栽培できればいいです。虫も出ない、菌も繁殖しない、雪が降ってできない、というような冬場は消毒しない時期があります。そういうところで生産者の方としてもできるだけ農薬を使いたくないし、使う時は稀釈倍数や収穫前の何日までこうするなどの基準を守って使います。これは多分みなさん守っているので、あとは信じていただきたいです。

会　　長　　そうすると、この生産履歴というのは何のためのものなのかという話になると思います。

委　　員　　これは何かあったときのために、安全性を担保するために書いています。
委　　員　　消費者の方達は、農薬イコール毒みたいなイメージをもっていると思います。
　　　それをいかに払拭するか、ということを考えればいいのではないですか。

会　　長　　生産履歴を見えるようにすれば、消費者の方達は安心します。

委　　員　　農薬は種類がいっぱいあります。例えばキュウリにかける農薬は３回までというものがあります。それを続けていると、最後にはかなりの農薬がかかっています。もしこれを出すと、このキュウリには相当農薬をかけているのではないかと思われますので、農薬に関しては農家に任せていただき、公表しないほうがいいのではないかと思います。

会　　長　　これを直接ということではありません。今、鎌倉市が悩んでいるのは、安心安全の見える化を図ってほしいということ、またそれを何で示せばいいのか、ということです。基準は農林水産省にあります。そうすると農林水産省の基準どおりに生産者の方達はちゃんと使用しています、という話だけでもいいのか、ということです。

委　　員　　例えば鎌倉市としても、生産履歴等を作っていますからご安心下さい、というようなアピールの方がいいのではないですか。

　　市は生産者から生産履歴をもらっているから安心安全の野菜ですよ、安心安全という範囲の中で農薬を使っているから安心ですよ、というような言い方をすればいいと思います。

会　　長　　あとは、これをどこかに置いてありますので閲覧をして下さい、という様にすればいいと思います。
委　　員　　消費者の立場としては、農薬がこんなに散布されているのか、と考えてしまうので、基準はクリアしているということをしっかりアピールしていたら、安心して買えます。
会　　長　　農薬をかけていても大丈夫です、ということが示していればいいと思います。

委　　員　　農薬には基準値があり、それを守って作っている野菜です、ということを生産者がしっかりアピールすれば、消費者は安心して買えると思います。

話は逸れますが、うちのサークルでは例えば人参や大根など皮をむかないでそのまま料理することがあります。ジャガイモはよく洗っただけで皮むかなくていいと聞きました。そういったものは、どうなのでしょうか。

委　　員　　洗えば大丈夫です。泥を落とせばいいのではないですか。

委　　員　　洗えば大丈夫なのですね。しかし、やっぱり農薬とか聞くと不安になります。

会　　長　　そういうことをきちっと書いて出せばいいと思います。皮と実のところの間に一番酵素があって、皮を捨てないで本当は食べた方がいい。サツマイモも皮と一緒に食べると胸やけしない。みんなそうです。りんごやニンニクも。

委　　員　　鎌倉野菜の安心安全を謳うには、やはり現場の管理の履歴、管理する機関
　　を一般消費者に分るようにしなければいけないと思います。
会　　長　　どこがどういうふうにチェックをしているかということを示すべきではないでしょうか。

委　　員　　そういう監視機関があるということをわかるようにすれば安全です。履歴にしなくても私達は責任をもってやっています。

会　　長　　何かあればここに聞いてくださいとすればいいですね。

委　　員　　そういう言い方のPRをすれば消費者の方は納得するのではないかと思います。

委　　員　　ただ、どこがそれをやるのか、どの位のスパンでやるのかを考えたらちょっと大変かなと思います。出荷する度にチェックしなくてはならないということになります。このチェックをするには人手が必要ですので、誰がチェックするのかということになり、またコストがかかります。第三者機関があれば確かに安心だと思いますが。
会　　長　　そういうものを作るのは大変ですから、どこに聞けばわかるか、ここが見ているから大丈夫、ということ掲示すればいいのではないでしょうか。

委　　員　　主婦目線からだと、例えば野菜に生産者の名前が書いてあると、中国産では

　　　なく日本産ということがわかりまして、地元鎌倉でとれたものだから安心だ、と思います。ただ農薬名が書いてあっても勉強している人でないとわからないと思います。私達市民は農薬に関しては生産者さんを信頼し、家計を考えて食材を買い求めているので、信頼が損なわれることがないようにやっていただきたいです。その管理は農協さんできちんとしていただければ、私達市民は今のところ、鎌倉でできた野菜は安心、と思って買いに行けます。
会　　長　　ありがとうございます。イトーヨーカドー店長の●●委員、いかがですか。
委　　員　　生産者の方のホームページで生産履歴を公開していますが、一般のお客様がアクセスしたというのはあまり聞きません。ただ鎌倉野菜というのは地場野菜ということで大変人気が高いです。特に先々週、鎌倉野菜のコーナーで生産者の方も一緒に売っていただいたのですが、コーナーの野菜が1時間ほどで売り切れました。それぐらい鎌倉野菜というものに対してのお客様の反応というのはすごいものです。

会　　長　　わかりました。●●委員、初めておいでいただいて、何かご意見はありますか。給食ですとか、安全安心とか、その辺りはどうですか。
委　　員　　一番気を使っているのはアレルギーです。例えばピーナッツを製造している

　　ラインと同じラインで他のものを加工すると、ピーナッツの成分に反応する子がいるので気を使います。

子供によって全部違います。そこが今一番ピリピリしているところです。

会　　長　　アレルギーは多いのですね。

委　　員　多いです。

　　

会　　長　　だからそれは先ほどの農薬という話に繋がってきます。

イコール農薬とは言いきれませんが、農薬により、体質、人間のDNAがおかしくなっています。

委　　員　　ピーナッツがだめな子はピーナッツがだめ、ゴマがだめな子はゴマがだめなんです。両方だめではなくてゴマがだめで、ピーナッツがだめで、たまたまゴマで、火を通せば全然OK、そういう個々のものに対して今一番気を使います。

また、放射能がどれくらいか、ということをとても気にされている方がいらっしゃいます。給食に東北で生産されたものを少しでも使わないで欲しい、と言われてしまい、給食室も困るところがあります。絶対に混入されていないというのがわかれば安心して使えるのですが。

会　　長　　難しいですね。それは調べながら利用されているのですよね。

委　　員　　先ほどの生産履歴についてですが、ＪＡが運営しております直売所わいわい市等の生産履歴の整備状況というのが毎期報告されています。この内容の記載については記載漏れが一部あるなどマイナス面はありますが、提出率が100％です。

また、会長が先ほど言われた自己採点評価のような意識を持って進めていくという運営方法については、皆さんに再認識していただくような意味の会合を事務局が機会をみて持つようにしています。

会　　長　　事務局の方、いかがでしょうか。先ほどのとおり、チェックシステムはきちっとなっていますよ、ということを「見える化」してあげると、消費者も安心し、信頼性も増すのだろうと思います。何か事務局の方も考え方がありましたらお願いできればと思います。
事務局　　農家さん達に新たな負担を押し付けたりだとか、高い基準を守らなければな
らないということではありません。安全・安心が消費者の方が一番気になるところなので、そこを中心に考えていただければいいと思います。当然、鎌倉ブランドの会員の方々は生産履歴をつけるということを承諾していただいているわけですから、今あるものをどうやって「見える化」することでお互いが安心できるか、ということを作っていければいいのではないのかと思います。確かに農薬の名前が書いてあっても、私はこれが本当にきつい農薬なのかどうなのかは正直わかりません。「見える化」をどういう風にしていくか、というところに重点を置けば地域の方も安心します。

また、鎌倉野菜を特産品としても価値がある商品化ができるのではないか、というふうに考え、今日のご意見をお伺いしたということです。

会　　長　　大変貴重なご意見がでましたし、方向性も見えたようです。今期の協議会は今日が最後です。チェックシステムやルールを守っているということをきちっと「見える化」していくことが課題になっています。

　　　　　　この続きとして第4期はどうしますか。

事務局　　今後ですが、第4期のテーマにつきましては、今お話していただきました安
全・安心に関することになってくることかと思います。生産履歴や農薬の話になるので、専門の方達で意見をまとめていてだく専門部会を設置し、そのまとめを受けて全体の協議会を開催する手法を取り入れたいと考えています。事務局としては、皆様に引き続き委員としてお願いしたいと考えています。

会　　長　　差し支えなければ第4期もまた皆様方に委員としてお願いしたいです。
第4期のスケジュールについては、どのように事務局でお考えですか。

事務局　　現在、具体的な開催日程は決まっていません。
会　　長　　おそらく平成27年度中にもう一度開催されるということです。皆さんのほうでいかがですか、第4期のスケジュールの説明がありましたし、また委員の皆様には留任いただきたいということです。

この農業振興協議会が1期2年で7年目を迎えました。委員全体が集まるのは難しいので、専門部会を作っては、という意見がでています。数人の委員、またあるいは2、3人の他の人も加わっていただき、そこでたたき台などを作って、またこの協議会の方にかけるというものです。
委員の皆さん、今のお話の中でご意見などありますか。また、これも含めるべき、こういうことも考えた方がいいというのがありましたらお願いします。
委　　員　　この鎌倉野菜というものを立ち上げてから、もう20年以上経ちますが、今さ

　ら安全・安心をテーマにするのはおかしいのではないですか。そういうことはすでにクリアしていることです。それを次のテーマにするのはいかがなものかなと思います。鎌倉野菜の認定基準があるのかどうなのか、私は分かりませんが、基準を作れば自然と安全・安心につながるのではないですか。新規参入者を排除するとかそういうのではなくて、基準を作ってそれに沿って作る。鎌倉野菜というものを商品として売る認定する基準です。
委　　員　　先ほど、推薦人が2名必要、というのがありましたよね。

委　　員　　打ち合わせの中の1つの意見として新規参入は認めない、というような意見がありましたが、これから鎌倉野菜が長く成長していくためにという理由で、その意見は採用されませんでした。ふさわしい野菜を作っていただける方、条件を付けて原則に戻って確実に作っていただける方だったら、加わっていただく、ということです。
　　推薦人が2名いて、鎌倉市内に在住、市内に畑をもっていて、何年やっている、このぐらい立派にしっかりやっている実績がある方。ということを前回話しました。

委　　員　　私は作る人じゃなくて作るもの、生産物に対してのことを今言ったつもりです。作る人ではなくて、作るときの心構えみたいな、そういった基準です。最初から厳しい基準を持つべきだと思います。

会　　長　　わかりました。今日はこれで皆様のご意見をいただいて、次回に活かしていきたいと思います。その他に何かございますか。
　　　　　　時間になりましたので、委員の皆様の方で何もなければ、これで終了とさせていただきます。色々とご意見いただきましてありがとうございました。また第4期もご協力いただければと思いますので、よろしくお願い致します。本日はお忙しいところどうもありがとうございました。
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